
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　竹花遺跡は、ＪＲ糸魚川駅の東側４００ｍ、海岸 

から４００ｍ内陸の沖積地に立地します。北陸新 

幹線建設に伴い４４８㎡を発掘調査し、中世後期 

の遺物包含層を２層と、古墳時代の水田の畦と 

考えられる高まりを２条検出しました。 

　中世後期（１４～１６世紀）の層では、遺構は発 

見されませんでしたが、大量の陶磁器類（青磁 

・白磁・珠洲焼など）と共に、形代や箸状など 

の木製品が地面に突き刺さった状態で出土して 

おり、何らかの祭祀が行われた場であったと考 

えられます。 

　古墳時代では、調査区の低い場所で畦状の高 

まりを検出しましたが、一段高い場所には見ら 

れないことから、水利を考慮して水田を築いて 

いた当時の人々の生活の工夫を見ることができます。 

　平成２０年度に北陸新幹線法線内の西隣を延べ１,４００㎡にわたって調査しており、今回は２回目の調査とな

りますが、土層や遺跡の内容が前回の調査成果と類似していることから、同じ竹花遺跡が今回の調査区まで

広がっていたと考えられます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（㈱古田組　相羽　重徳） 

－１－ 

作業風景 

調査範囲（右奥に糸魚川駅を望む） 

出土した陶磁器と木製品 

 
（糸魚川市寺町二丁目ほか） 
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　柄目木遺跡は、阿賀野川右岸の沖積地に立地する古代～中世の遺跡です。国道４９号阿賀野バイパス建設に伴

い平成２０年度から継続調査しており、今年度の調査では、延べ３,２２６㎡を対象に上層から中世～近世、下層か

ら中世の遺跡を検出しました。 

　下層においては、掘立柱建物３棟、土坑１基、土地利用の区画を示す溝５条を検出しました。これらの遺構

は、いずれも同じ方向に並ぶことから、おおよそ同時期に築かれたと考えられます。溝の中からまとまって出

土した陶磁器の年代から、下層の年代を１４世紀代に位置付けることができます。遺構の密度は薄く、集落の縁

辺部を調査したようです。 

　上層において、壁面・底面がよく焼けた土坑４基を検出しました。大きさは、いずれも１００㎝×７０㎝ほどで、

深さは残りの良いもので３５㎝を測ります。平面は隅に丸みをもつ長方形、断面は長方形で箱状をなします。ま

た、中央には１条の溝が掘られていることが特徴的ですが、火力を高めるために空気を送り込んだ施設のよう

です。土坑の内部からは、底面付近に多量の炭が出土しましたが、その間には白く焼けた骨片が含まれていま

した。骨片は人骨とみられ、火葬施設として設けた遺構と考えられます。周辺からは、多量の骨片と炭が入っ

た小さな穴も見つかっており、調査対象地で葬送が行われたようです。 

　関東地方などでは同様の土坑が多数検出されており、「火葬土坑」と呼ばれています。出土遺物がなく、土

坑の年代は定かではありませんが、検出層位と関東地方における類例の年代観から、中世後半に位置付けられ

る可能性が高いと考えています。今後、出土した炭で放射性炭素年代測定を行い、検証していく予定です。ま

た、火葬土坑の類例は、新潟県内で数例が認められるのみです。このような火葬施設が導入された背景を検討

し、地域の葬送の歴史の一端を明らかにしていきたいと考えています。　　　　　　　　　　　（加藤　学） 

 

火葬土坑内の炭出土状況 炭の間に小さな骨片（矢印）

近景（南西から） 火葬土坑
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　六反田南遺跡は、現在の海岸線から約３００ｍ内陸の海川右岸の沖積

低地に立地しています。一般国道８号糸魚川東バイパス建設に伴い平

成１８年度から行っている発掘調査で、今年度は２つの調査区（ＫＢ１

区・ＫＤ１区計約１,４２０㎡）を対象に、上層（古墳時代前期～近世）、

中層（縄文時代後期？）、下層（縄文時代中期）の３面を調査する予

定です。調査は５月中旬から着手し、現在ＫＢ１区上層の調査が終盤

を迎えています。古墳時代の川跡、古墳時代後期～中世の柱穴・井戸

などを検出しました。 

　古墳時代の川跡は、昨年の調査で滑石製玉類やその未製品が出土し

た古墳時代後期の川跡に続くものですが、残念ながら近世の川によっ

て大半が壊されています。この川跡からは、近世の漆椀が多く出土し

ました。長野県境に程近い市内大所地区は、江戸時代中期頃から木地

屋集落が営まれ、漆器製作地として知られています。出土した漆椀は

木地屋集落の漆器との関係を調べる上で興味深い資料と言えます。 

　また、柱穴からは、古代の土師器が主体的に出土していますが、古

墳時代後期の須恵器杯や、中世の珠洲焼擂鉢なども出土しています。

現在は出土品との関係も含め、建物群の復元を行っているところです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（㈱吉田建設　山本　友紀） 

 

 

 

 

 

　狐宮遺跡は高田平野西部を流れる関川の右岸に立地し、周辺には水

田が広がっています。一般国道２５３号上越三和道路の建設に伴い発掘

調査を実施しました。平成１７年度の調査によって、古代（奈良・平安

時代）の集落を主体とする遺跡であることが分かっています。今年度

は、平成１７年度調査区の東側、１,５８９㎡を対象に４月中旬から６月中

旬にかけて調査しました。 

　調査によって、現在の水田面から２０～３０㎝ほどの深さで、古代の掘

立柱建物２棟・井戸１基のほか、土坑・溝・ピット・性格不明遺構を

検出しました。掘立柱建物はいずれも調査区外へ広がることから建物

の規模は不明ですが、このうちの１棟は桁行３間で１間は１.８～２.０ｍ、

柱穴は直径約７０㎝です。井戸は素掘りで、内部から土器や曲物・刀子

・被熱した礫が出土し、底面では完形の土師器や須恵器の椀が重なっ

た状態で見つかりました。今年度の調査区は集落の縁辺部であったと

考えられます。　　　　　　　　　　　（㈱吉田建設　矢部　英生） 

井戸：椀出土状況（西から） 

近景（西から） 

作業風景 

近世漆椀出土状況 

 
（上越市本道字南沖４７７番地ほか） 
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　本紙Ｎｏ.６２・６３で紹介した長割遺跡は、平成２０年１０月で現地調査が終了し、平成２１・２２年度の２か年計画で

報告書の作成作業を行っています。ここでは遺構に焦点をあて、これまで紹介していないもの、整理作業で新

たに確認できたことなどを報告します。遺跡の立地や調査面積、出土遺物等の詳細は既刊号を参照下さい。 

　東西約３５０ｍ、南北約１８０ｍに及ぶ遺跡の約１／８を南北に細長く発掘調査しました。調査範囲はムラの中心部

で、竪穴建物１棟、袋状土坑７基、土坑墓（成人の墓）５基、埋甕（乳幼児の墓）１０基のほか、建物の柱穴を

約７,０００基も確認しました。調査終了時には足の踏み場もない地区もありました。膨大な量を確認した柱穴で

復元した建物は、平地式？建物が１５１棟、掘立柱建物は１６棟にも及びます。 

袋状土坑：調査区北側で７基見つかりました。直径約１.５ｍ、深さ約１.０ｍで、断面は下膨れとなります（写真

１）。食糧を貯蔵した穴倉と考えています。廃棄後の埋まり土から多くの遺物が出土しました。埋まり土を捨

てずに篩ったところ、動物の骨や魚の歯が多数見つかりました（写真２）。 

平地式？建物：竪穴住居のような掘り込みが確認できず、炉を中心に円形・楕円形に柱穴が配置されたもので

す（写真３）。直径５～６ｍのものが多く、最大で長径１１.６ｍです。平均サイズは日常の家と考えています。

１５１棟も見つかりました。これは同時に存在した数ではなく、長期間に営まれたムラで、 何度も建て替えが行わ

れた結果の累積数です。重複が著しい場所では、重複がない地区の建物をモデルとして、同規模の柱穴に棒を

たてるなどして整理し、建物の復元を進めました（写真４）。現地調査時点で９９棟、現地調査終了後に５２棟を

復元しましたが、今後の整理作業で更に数量は増加すると思われます。 

遺跡の特徴：床面積が県内最大の掘立柱建物、濃密に分布する１５１棟もの平地式？建物、群材する袋状土坑（穴

倉）、膨大な遺物量から県内を代表する縄文時代のムラであることが明らかです。周辺との標高差がほとんど

ない立地に営まれた大規模集落も類例に乏しく、様々な問題を提起する成果が得られました。（滝沢　規朗） 

整理報告遺跡 

写真３　重複していない平地式？建物 写真４　重複が著しい平地式？建物の復元作業 

写真１　袋状土坑の土層断面 写真２　袋状土坑出土の魚歯（目盛は１㎜） 
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（村上市大字下相川字長割３０７ほか） 
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　第１６回遺跡発掘調査報告会を下記により開催いたします。新潟市での開催となる

今回は、新潟市内の縄文遺跡についての講演や、当事業団が平成１９・２０年度に発掘

調査した遺跡についてスライドを使った調査報告を行います。また、講演・報告遺

跡に加えて、近年発掘調査が行われた新潟市域の主な遺跡の出土品も公開します。 

事前の申し込みは不要です。皆様のご来場をお待ちしております。 

　期　日　平成２１年９月６日（日） 

　会　場　新潟ユニゾンプラザ（新潟市中央区上所２－２－２） 

　　　　　（駐車場２４０台／ＪＲ新潟駅から車で１０分） 

 

　日　程 

　　 ９：００～ 　開場 

　　１０：００～１２：００　講演「水辺の縄文遺跡」 

　　　　　　　　　　新潟市埋蔵文化財センター前山精明氏 

　　１２：００～１３：１５　休憩 

　　１３：１５～１５：３５　遺跡発掘調査報告 

　　　　　　　　　　（長割・西郷・山口・下新保高田・荒町南新田遺跡） 

　　１６：００ 　出土品展示終了 

　※事業団ホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｍａｉｂｕｎ.ｎｅｔ）をご覧ください 
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　身体装飾のうち、手の飾りは、髪飾り・耳飾りと異なり、自分でもよく見ることができます。きっと縄文人
も盛んに手を飾ったのでしょう。手（肩を除く腕・手・指）の飾りには、衣服の袖のカットや絞り込みの形、
刺繍・染めによる模様、手甲・手袋、肌への彩色や彫り物（入れ墨とも）が考えられるほか、アクセサリー類
があります。アクセサリーには、腕輪・指輪があるほか、ヒモ巻きやリボンによる飾りもあったと考えられま
すが、後者は現代に遺存していません。 
土偶から 
　土偶の観察によって、手の飾りらしき痕跡を認めることができる場合もあります。①は両手首、④は上膊（二
の腕）に、衣服の袖口飾りかブレスレットを表しているように見えます。①は長岡市（旧栃尾市）栃倉遺跡出
土。縄文時代中期。④は小千谷市城之腰遺跡出土。縄文時代後期。 
腕　輪 
　ブレスレットには、貝殻などに穴を開けヒモを通し連ねて巻く手纏と環状で全周完結する釧とがあります。
ミサンガのようなものもあったと考えてよいでしょう。材質には彫刻を施した木や編みヒモに赤漆をかけたも
の、貝殻、土を管状に焼きあげた土製品があり、東日本を中心に見つかっています。 
　②は佐渡市（旧真野町）藤塚貝塚出土。サルボウの貝殻に孔をあけた貝輪。内径４～５㎝。「上下の縁が磨
かれたもの、赤彩の痕跡が認められるもの」があります。縄文時代中期。貝塚の少ない新潟県では佐渡でしか
見つかっていません。 
　⑤は村上市（旧朝日村）元屋敷遺跡出土。複数点があり、上下端は整形されて、内径約７㎝の円筒状になっ
ています。「（縦列の）刺突の後に横位の多条沈線が巡り、複数の貝製腕輪を装着した状態を模倣したものと
思われる」といいます。縄文時代後期。 
　⑥は胎内市（旧中条町）野地遺跡出土。外面に赤彩したパイプ２本を芯にして、周囲に繊維状のものを巻き
付けて胎とし、下地の黒漆の上に赤漆をかけています。内径は約６㎝。縄文時代晩期。 
　⑦は、長岡市（旧和島村）大武遺跡出土。木製彫刻赤漆塗で、破損して部分のみ遺存しています。内径は現
況で約６㎝。縄文時代晩期。 
指　輪 
　縄文時代中期後半から後期前半に認められ、蛇紋岩・滑石製で、北陸地方を中心に十数点が見つかっており、
それらの遺跡からは蛇紋岩・滑石・翡翠の石器・石製品が出土しています。 
　③は糸魚川市長者ヶ原遺跡出土。蛇紋岩製。縄文時代中期終末ないし後期初頭。完存品はこれ１点のみで、
全体の様子を知る上で貴重です。リングの内径は１.３㎜。 
　「北陸地方」・「遺跡出土の石質」をキーワードにすると、指輪は「姫川下流域で制作され」､北陸地方に
供給されていたのかもしれません。 

　腕輪や指輪の内径からは、現代人の感覚では大人が付けるには小さいように思えますが、縄文人との体格の
差でしょうか。或は、数が少ないことからも、限られた特別な小人が付けるものだったのでしょうか。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤巻　正信） 

手 を 飾 る 縄 文 人 

①

中
　
期

後
・
晩
期

② ③

①　長岡市
②　佐渡市
③　糸魚川市
⑤　村上市
各教育委員会提供
　　　　　 （縮尺不同）④ ⑤ ⑥ ⑦
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　旧与板町の大津山（通称城山）にあります。上杉謙信の重臣直江景綱創築、信綱・兼続三代５７年間の居城と

伝えられています。北方約２㎞に本与板城を控えています。 

　城山は海抜１０４ｍ。三島丘陵から信濃川に向かって突き出す支陵は、陸路・舟運を掌握するに絶好の拠点です。

巧みな縄張りと工事によって全山を要塞化した、戦国期の典型的な山城です。主郭は頂上最高部で東西３０間、

南北４８間。南稜線上に二ノ曲輪、三ノ曲輪を配し、空壕で独立させています。主郭直下から東、北の稜線には

削崖・空壕を施し、三ノ曲輪の背後は幅１５ｍの大堀切に至っています。城の東側には黒川・信濃川が流れ、内

堀・外堀の役に立っていました。 

　西南山腹には馬場・的場・角場があります。西ノ谷は城主居館・重臣邸、東麓一帯は城兵の散居地といわれ、

柳町・梅津屋敷・鍛治屋敷などの地名が残っています。北の谷には直江兼続が再興したという都野神社、直江

氏の菩提寺である徳昌寺があり、館の御廊、立ヶ入などの地名が残っています。東麓裾には倉谷から中村（現

在の南中）まで直線の並木の大路があり、大手門の跡もあったということから、城下は北の谷から東の水田地

帯に広がっていたものと考えられています。 

　謙信没後の御館の乱では、景虎派の本庄秀綱（栃尾城）、神余親綱（三条城）などとの攻防戦があり、信綱

の指示によって家臣が敵方を攻撃するなど景勝方の中越の拠点で、信綱の活躍の場でした。 

　上杉氏の会津移封に直江氏も従い、廃城となりました。 

発行　（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団 

　　　〒９５６－０８４５  新潟市秋葉区金津９３番地１ 

　　　ＴＥＬ（０２５０）２５－３９８１ 

　　　ＦＡＸ（０２５０）２５－３９８６ 

　　　ｅ-ｍａｉｌ：ｎｉｉｇａｔａ＠ｍａｉｂｕｎ.ｎｅｔ 

　　　ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｍａｉｂｕｎ.ｎｅｔ 

　　　印刷　阿部印刷株式会社 
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②　与　板　城　跡 

① 与 板 城 周 辺 の 地 名 

 
（遺跡所在地：長岡市与板町字十二谷） 

県内の遺跡・遺物65
よ　 いた  

おお つ やま じょうやま なお え かげつな 

もと よ いた 

とくしょうじ 

お たて らん ほんじょうひでつな とち お かなまりちかつな 

のぶつな 

つ　の 

かねつぐ 

①・②とも『与板町史』から転載。 
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